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・方位磁石がいつも北を向くのは，地磁気があるか
らである。岩石は地磁気のもとで弱く磁化する。
右図のように，岩石が津波等で移動すると，移動し
た後に，そこに鎮座してから地磁気の方向に新しく
磁化する。この新しい磁化を測定すると，鎮座してからの時間を知ることができる。
この原理を火砕流の発生や石器の使用時期の決定に適用し始めている。
・世界的に大学での授業は，DBER（Discipline-Based Education Research: 学問分野別
教育研究）法によるインターラクティブな授業方法が一般的である。このDBER法と自
ら思考する学生を育成するための概念型カリキュラムの研究を行っている。

地球の磁場，磁石，災害

・津波石だけでなく，各地で祀られている巨石はいつから鎮座したのか？，古代人類
が使用した石器や矢尻はいつ使用されていたか？といった疑問に，岩石の持つ磁石の
性質からお答えできるかもしれません。巨石や石器を科学的に分析し，観光資源とし
て活用できる可能性があります。
・DBER法は専門分野特有の概念理解を目指す授業方法で，文系理系問わずに適用可能
である。DBERによるインターラクティブな授業によって，自ら思考する学生を育成す
るための概念型カリキュラムの実践的講座を提供できます。
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